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は
ば
タ
ン
、
ジ

オ
ン
く
ん
、
陣
た

く
ん
、
し
ろ
ま
る

ひ
め
、
円
心
く
ん

・
エ
イ
ト
ち
ゃ

ん
、
ど
根
性
大
根
・
大
ち
ゃ

ん
、
ゆ
め
る
ん
、
み
や
た
ん
、

ワ
ケ
ト
ン
な
ど
県
内
で
25
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
わ
か
り
ま
す

か
。
そ
う
兵
庫
県
と
各
市
町
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
順
に

県
、
香
美
町
、
赤
穂
市
、
姫
路

市
、
上
郡
町
、
相
生
市
、
南
あ

わ
じ
市
、
西
宮
市
、
神
戸
市
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
▼
安
倍
政

権
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
い
よ
い
よ
参
加

し
そ
う
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効

す
れ
ば
、
検
疫
が
な
く
な
り
食

の
安
全
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
今

こ
そ
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
直
接
産
地
を
目
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
地
産
地
消
を

広
め
ま
し
ょ
う
。
産
地
直
送
な

ら
安
全
で
安
く
て
新
鮮
な
食
料

が
入
手
で
き
ま
す
▼
東
日
本
大

震
災
以
来
ふ
る
さ
と
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。
杜
甫
は
「
国
破

れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て

草
木
深
し
」
と
歌
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
は
播
磨
、
摂
津
、
但

馬
、
丹
波
、
淡
路
の
５
国
で
で

き
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
そ
れ
ぞ

れ
の
ふ
る
さ
と
の
よ
い
と
こ
ろ

を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
県
を
活
性
化

し
ま
し
ょ
う
▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
逆
手

に
と
っ
て
世
界
遺
産
に
な
り
そ

う
な
「
和
食
」
を
大
い
に
世
界

に
広
め
、
お
い
し
い
日
本
の
コ

メ
を
世
界
中
に
広
め
ま
し
ょ
う

▼
安
倍
首
相
は
大
企
業
に
従
業

員
の
給
料
を
上
げ
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
逆
手
に
と

っ
て
来
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
従
業
員
の
給
料
を
上
げ
る
た

め
、「
外
来
看
護
料
」
新
設
を

勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
発
効
す
れ
ば
米
国
い
い
な
り

で
新
薬
は
高
い
値
段
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣

病
が
悪
化
し
な
い
よ
う
、
か
か

り
つ
け
医
で
の
定
期
健
診
の
重

要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う 

（
水
）
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お
金
の
心
配
な
く
安
心
し
て
医
療
が
受
け
た
い―

―

。
協
会
は
３
月
９
日
、
神
戸

・
元
町
駅
前
で
街
頭
宣
伝
を
実
施
。
協
会
役
員
が
白
衣
姿
で
駅
前
に
立
ち
、
患
者
窓

口
負
担
の
大
幅
軽
減
を
求
め
る
署
名
な
ど
四
つ
の
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
30

分
で
78
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
た
。

加入受付再開！
５面に広告

毎週木曜19時40分～20時頃

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

AM558kHz／1395kHz（県北部）

２面小野市給付制度適正化条例に反対声明

６面診内研より
見逃してはいけない血算（下）

研
面
究

掛
金

ラジオ関西番組出演

休業保障制度休業保障制度の

　

多
数
の
乗
客
が
行
き
来
す
る

駅
前
で
、
役
員
が
交
代
で
マ
イ

ク
を
握
り
、「
他
の
先
進
国
で

は
、
窓
口
負
担
は
無
料
や
定
額

が
ほ
と
ん
ど
。
日
本
は
高
す
ぎ

る
」「
保
険
で
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
す
べ
き

だ
」「
財
源
を
生
活
が
苦
し
い

国
民
に
負
担
さ
せ
る
消
費
税
増

税
は
お
か
し
い
」
な
ど
と
通
行

人
に
語
り
か
け
、
署
名
へ
の
協

力
を
求
め
た
。

　

訴
え
を
聞
い
た
市
民
か
ら

は
、「
医
院
に
か
か
っ
て
い
る

が
、
払
う
お
金
が
本
当
に
高

い
」「
消
費
税
が
上
が
る
と
さ

ら
に
大
変
。
署
名
し
な
い
と
」

「
先
生
本
人
が
来
て
訴
え
て
い

る
な
ん
て
、
す
ご
い
取
り
組

み
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
次

々
に
署
名
が
集
ま
っ
た
。
ま

た
、「
負
担
は
軽
く
な
っ
て
ほ

し
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
財
政
が

大
丈
夫
な
の
か
心
配
」
と
不
安

を
訴
え
る
人
も
お
り
、「
支
払

う
能
力
の
あ
る
大
企
業
や
お
金

持
ち
に
税
を
負
担
し
て
も
ら
う

べ
き
」
な
ど
と
役
員
が
て
い
ね

い
に
説
明
し
た
。

　

今
回
、
取
り
組
ん
だ
の
は
、

「
患
者
窓
口
負
担
の
大
幅
軽
減

を
求
め
る
署
名
」「
消
費
税
増

税
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」

「
た
だ
ち
に
『
原
発
ゼ
ロ
』
を

求
め
る
署
名
」「
こ
ど
も
病
院

の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
計

画
撤
回
等
を
求
め
る
署
名
」
の

四
つ
。

　

協
会
は
今
月
23
日
に
も
街
頭

宣
伝
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

集
会
で
ア
ピ
ー
ル

　

保
団
連
の
中
央
要
請
行
動
が

３
月
７
日
行
わ
れ
、
協
会
か
ら

川
西
敏
雄
副
理
事
長
が
参
加
。

　

安
倍
首
相
が
２
月
22
日
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、「
日
米
首
脳

会
談
で
、
聖
域
な
き
関
税
撤
廃

が
前
提
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
」
と
交
渉
参
加
に
踏

み
出
す
意
向
を
表
明
し
た
こ
と

に
対
し
、
保
団
連
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
反
対
を
今
回
の
要
請
の
中

心
課
題
と
し
、「
医
師
・
歯
科

医
師
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
で
す　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
緊
急
院
内
集

会
」
を
開
催
。
全
国
か
ら
約
１

０
０
人
が
参
加
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
断
念
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
た
。

　

自
民
党
か
ら
５
人
、
民
主
・

維
新
・
共
産
・
生
活
・
無
所
属

か
ら
各
１
人
の
計
10
人
の
国
会

議
員
が
参
加
し
た
ほ
か
、
主
婦

連
合
会
事
務
局
長
、
国
民
の
食

料
と
健
康
を
守
る
運
動
全
国
連

絡
会
事
務
局
長
、
農
民
運
動
全

国
連
絡
会
事
務
局
長
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
⎬
官
邸
前
ア
ク
シ

ョ
ン
呼
び
か
け
人
の
４
氏
が
あ

い
さ
つ
し
た
。

４
議
員
と
面
談

　

地
元
議
員
に
対
し
て
も
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
を
中
心
に
要
請
。
大

串
正
樹
（
自
民
党
・
６
区
）、

井
坂
信
彦
（
み
ん
な
の
党
・
近

畿
比
例
）、
中
野
洋
昌
（
公
明

党
・
８
区
）
各
衆
議
院
議
員
と

室
井
邦
彦
参
議
院
議
員
（
民
主

党
）
と
面
談
し
た
。

　

川
西
副
理
事
長
は
、
仮
に
皆

保
険
が
名
目
と
し
て
残
っ
て

も
、
形
骸
化
さ
せ
ら
れ
る
可
能

性
が
強
い
と
指
摘
。
歯
科
に
お

け
る
差
額
徴
収
の
歴
史
も
紹
介

し
て
、
国
民
皆
保
険
体
制
の
維

持
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
小
野
市
が
市
民
に
生

活
保
護
受
給
者
を
監
視
さ
せ
よ

う
と
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
も

紹
介
し
、
医
療
者
と
し
て
見
過

ご
せ
な
い
と
条
例
案
が
可
決
さ

れ
な
い
よ
う
尽
力
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
大
串
議
員
は
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
国
民
皆
保
険
を

守
る
こ
と
は
明
確
に
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
皆
さ
ん
と
違

い
は
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

中
野
議
員
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

守
る
べ
き
も
の
を
守
れ
る
の
で

あ
れ
ば
と
い
う
条
件
付
き
で
賛

成
し
て
い
る
」
と
し
、
関
税
ル

ー
ル
で
日
本
に
プ
ラ
ス
に
な
る

も
の
も
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、

小
野
市
の
生
保
条
例
に
つ
い
て

は
、
社
会
が
極
端
な
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
と
危
惧
を
示
し
、

就
労
支
援
を
し
っ
か
り
す
る
こ

と
が
大
事
な
ど
と
し
た
。

　

井
坂
議
員
は
、
医
療
制
度
に

つ
い
て
予
防
を
重
視
す
る
こ
と

が
大
事
と
し
、
予
防
を
推
進
す

る
法
案
を
研
究
し
た
い
と
語

り
、
協
会
は
法
案
作
成
に
協
力

し
た
い
と
応
じ
た
。

　

室
井
議
員
は
、「
協
会
の
要

請
内
容
は
、
以
前
か
ら
聞
い
て

い
る
。
し
っ
か
り
検
討
し
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、小
野
市
生
保
条
例
で
緊
急
要
請

３・
７
国
会
行
動

「
皆
保
険
守
る
」で
一
致

追加注文は、☎078－393－1807 まで

ご協力を！
署名署名

窓口負担軽減窓口負担軽減
消費税増税中止消費税増税中止

協
会
が
元
町
駅
前
で
街
頭
宣
伝

〝
窓
口
の
負
担

〝
窓
口
の
負
担  

軽
く
し
て
〞

軽
く
し
て
〞

（上）武村義人副理事長
（左端）らの呼びかけに次
々署名が集まった
（左）訴える吉岡正雄副理
事長（左）、白岩一心理事
（右）

白衣での訴えに署名相次ぐ

川
西
副
理
事
長
（
①
左
）
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
撤
回
な
ど
を
、
大
串
（
①
右
）・
中
野
（
②
左
）・
井
坂
（
③
右
）
各
衆
院
議
員
、
室
井
参
院
議
員
（
④
右
）
に
要
請

①

②

③

④

３面TPP参加 五つのゴマカシ政策解説
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保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク

〈
移
動
理
事
会
〉

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

①
政
府
の
規
制
改
革

会
議
は
第
２
回
会
合
を
開
催
。

議
論
対
象
に
混
合
診
療
の
拡
大

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
。
②
兵
庫
県
は
来
年
度
予

算
案
で
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

を
通
院
で
も
中
３
ま
で
拡
大
す

る
。
た
だ
し
、
３
割
負
担
を
２

割
に
す
る
も
の
で
、
全
額
無
料

や
低
額
負
担
に
し
て
い
る
都
県

と
比
べ
る
と
低
い
水
準
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
県
立
こ

ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア
イ
移
転
反

対
の
取
り
組
み
で
、
11
・
24
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
報
告
集
」
６
０

０
０
部
を
買
い
取
り
、
会
員
に

送
付
す
る
こ
と
、
②
神
戸
空
港

開
港
７
周
年
抗
議
集
会
・
学
習

会
（
２
／
16
）
の
模
様
、
③
神

戸
市
長
選
挙
に
向
け
神
戸
支
部

で
協
議
の
結
果
、「
市
長
選
挙

組
織
準
備
会
」
に
参
加
す
る
こ

と
、
等
が
報
告
確
認
さ
れ
た
。

◇
東
日
本
大
震
災
救
援
対
策　

２
月
11
日
の
福
島
県
浪
江
町
仮

設
診
療
所
（
二
本
松
市
）
訪
問

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
放
射

能
の
健
康
被
害
や
住
民
不
安
に

医
療
者
と
し
て
い
か
に
対
応
す

る
か
、
被
災
者
へ
の
医
療
提
供

体
制
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
現

地
で
意
見
交
換
し
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
に
よ
る
核
実
験

強
行
に
つ
い
て
抗
議
声
明
を
関

係
各
機
関
に
発
信
し
た
こ
と
等

が
了
承
さ
れ
た
。

◇
総
務
部　

事
務
局
員
・
山
下

友
宙
、
横
山
淳
紀
両
氏
の
採
用

等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
北
播
支
部
活
動　

坪
田
徹
北

播
支
部
副
支
部
長
が
、
地
域
医

療
の
現
状
と
支
部
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

 
（
２
月
23
日
理
事
会
よ
り
）

　

２
月
23
日
午
後
、「
地
域
医

療
を
考
え
る
懇
談
会
」
が
「
北

播
磨
地
域
に
お
け
る
認
知
症
治

療
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
と
題

し
て
、
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ

り
つ
け
医
と
し
て
西
脇
市
の
林

武
志
先
生
、
認
知
症
専
門
医
で

加
東
市
民
病
院
の
佐
藤
一
彦
先

生
、
西
脇
市
の
め
ぐ
み
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
宮
﨑

恵
美
さ
ん
、
加
西
市
の
特
養
第

二
サ
ル
ビ
ア
荘
の
看
護
職
主
任

の
亥
下
徳
子
さ
ん
、
４
人
の
講

師
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

ー
ク
研
修
室
で
行
わ
れ
た
。

　

協
会
理
事
で
あ
る
加
東
市
の

田
渕
光
先
生
が
座
長
で
、
か
か

て
講
演
さ
れ
た
。
田
渕

先
生
が
中
心
に
な
っ

て
、
数
カ
月
か
け
て
内

容
を
積
み
上
げ
、
講
師

を
依
頼
し
て
行
わ
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
私
ど
も

開
業
医
の
日
常
と
も
噛

み
合
っ
て
、
共
感
を
持

っ
て
参
加
で
き
た
。

　

介
護
保
険
が
ス
タ
ー

ト
し
て
十
数
年
経
過
す

る
が
、
当
初
、
わ
れ
わ

れ
医
師
も
極
力
、
ケ
ア

マ
ネ
に
な
る
べ
き
だ
と

言
わ
れ
、
懸
命
に
受
験

勉
強
し
て
、
相
当
数
の

ケ
ア
マ
ネ
医
師
が
誕
生
し
た
と

思
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
業
と

す
る
わ
け
で
な
く
、
特
養
な
ど

施
設
の
嘱
託
医
、
要
介
護
認
定

審
査
会
委
員
や
、
ま
た
主
治
医

意
見
書
の
作
成
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
関
わ
っ
て
き
た
。

　

患
者
数
の
増
加
も
あ
り
、
介

護
・
医
療
の
現
場
の
状
況
も
多

様
化
し
て
い
る
。
精
神
科
病

院
、
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
に

紹
介
す
る
、
脳
外
科
・
神
経
内

科
へ
検
査
依
頼
す
る
な
ど
の
ケ

ー
ス
も
あ
る
が
、
大
半
の
患
者

は
わ
れ
わ
れ
か
か
り
つ
け
医
が

家
族
、
医
療
、
介
護
の
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
、
付
き
合
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
わ

れ
わ
れ
の
た
め
に
、
と
て
も
良

い
企
画
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。

 

【
三
木
市　

神
澤　

正
三
】

　

偶
然
、
私
ど
も
の
診
療
所
と

同
じ
く
、
屋
根
の
上
に
風
見
鶏

―

私
の
所
は
鳩
で
す
が―

の
あ

る
大
村
病
院
の
認
知
症
治
療
病

棟
を
、
森
村
安
史
理
事
長
自
ら

ご
案
内
し
て
い
た
だ
い
て
の
見

学
会
に
参
加
し
、
理
事
長
、
院

長
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ま
の
真
剣
な
姿
勢
に
大
変
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

認
知
症
医
療
は
、
私
の
思
う

に
介
護
的
な
対
応
が
主
と
な
り

精
神
科
治
療
の
歴

史
か
ら
得
た
さ
ま

ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
認
知
症
の
精

神
医
学
的
治
療
に

応
用
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し

た
。
認
知
症
の
緊

急
入
院
に
も
積
極

的
に
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
心
強
く

思
い
ま
し
た
。

　

見
学
会
の
後
に

森
村
先
生
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う

に
、
認
知
症
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
は
、
お
そ
ら
く
は
ま
だ
世
界

的
に
も
誰
も
取
り
組
ん
で
い
な

い
新
し
い
分
野
で
あ
り
、
病
診

連
携
の
力
な
く
し
て
は
で
き
な

い
医
療
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

加
東
市
の
森
の
中
に
あ
る
私

ど
も
の
診
療
所
が
、
そ
の
一
翼

が
ち
で
す
。
し
か
し
本
来
、
疾

患
で
あ
り
、
正
し
い
診
断
と
薬

物
治
療
を
含
め
た
医
療
と
し
て

の
対
応
が
重
要
で
あ
り
、
特
に

精
神
科
的
な
対
応
が
き
わ
め
て

大
切
で
す
。

　

認
知
症
は
、
い
わ
ゆ
る
周
辺

症
状
が
私
た
ち
を
困
ら
せ
る
わ

け
で
す
が
、
大
村
病
院
の
長
い

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

亀
井　

保
郎
先
生

尼
崎
市　

小
児
科

１
月
21
日　

享
年
94
歳

小野市「給付制度適正化条例」に反対声明
　小野市が、生活保護受給者らを市民に監視させようという内容の「小野市福祉給
付制度適正化条例案」を２月27日、市議会に提案したことに対し、協会理事会は３
月９日、下記の声明を発表し、関係機関に送付した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2013年３月９日
　 声明 　

「小野市給付制度適正化条例案」に断固反対する
　小野市は２月27日、市議会に「小野市福祉給付制度適正化条例案」を突如、提案
した。
　その内容は、生活保護、及び児童扶養手当等の受給者に対して「給付された金銭
を、パチンコ、競輪、競馬その他の遊戯、遊興、賭博等に消費してしまい、その後
の生活の維持、安定向上を図ることができなくなるような事態を防ぐため、…指
導、指示等を行う」とし、しかも市民に対して、受給者がそうした状況を「常習的
に引き起こしていると認めるときは、速やかに市にその情報を提供する」責務を規
定している。
　しかし、想定されている受給者の状況、すなわち常習的にギャンブルにより生活
を維持できない状況とは、医学的に見てギャンブル依存症と判断すべきもので、本
来、治療の対象とすべきもので、高度な専門職の対応を必要とするものである。ギ
ャンブル依存症と、生保等受給者を恣意的に結び付けて論じることは、貧困層への
偏見と差別を助長するものである。給付された金銭の使い方は、法によって規制さ
れるものでなく健全な範囲の娯楽は健康で文化的な生活の一部であり、パチンコ等
を理由に通報を義務付けるのは人権の侵害と言わざるを得ない。
　同時に、市民への情報提供の義務づけは、受給者の氏名・住所など個人情報の公
開を前提に、長期間にわたり受給者を観察し、生活に支障を生じているかどうかを
判断するということである。これは受給者を選別し、市民の中に監視する者とされ
る者を作り出す監視社会である。このような社会は自由社会を脅かすものであり断
じて許されない。
　そもそも小野市の生活保護受給者は、全国平均2.9％（世帯比）に対して、わず
か0.8％にすぎず、生活保護費用が小野市の財政を圧迫しているとも考えられな
い。
　我々は、医療に従事する者として、生活保護受給者の人権を守るために条例案に
断固反対するとともに、このような条例案を提案した理由について、小野市長に説
明責任を果たすことを強く求めるものである。

兵庫県保険医協会第972回理事会
理事長　池内　春樹

開業医が果たす
大きな役割を意識

23日 「認知症治療の現状とこれから」23日 「認知症治療の現状とこれから」

感
想
文

地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会

地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会

新
し
い
認
知
症
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

感 想 文

森村理事長（左端）の案内で院内を見学

2424
日日  

大
村
病
院
施
設
見
学
会

大
村
病
院
施
設
見
学
会

小
田　

裕
三
先
生

伊
丹
市　

内
・
小
児
科

２
月
19
日　

享
年
86
歳

４者からの話題提供が行われた

第５回薬剤師のためのフィジカルアセスメント研究会

日　時　４月13日（土）16時～18時　会　場　県農業会館11階111号室
講　師　西宮市・広川内科クリニック院長　広川　恵一先生
参加費　1000円（会員無料）

薬剤師にとっての心電図～明日から役立つ心電図の知識～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

　

２
月
23
日
・
24
日
に
三
木
市
内
で
行
わ
れ
た
第
29
回
地
域
医

療
を
考
え
る
懇
談
会
（
前
号
既
報
）
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

を
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ

の
見
学
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
意
義
も
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
。

　

認
知
症
病
棟
に
美
し
い
桜
の

花
が
満
開
と
な
る
頃
、
紹
介
患

者
さ
ん
の
様
子
を
見
に
、
再
び

大
村
病
院
を
訪
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

【
加
東
市　

藤
本　

憲
弘
】

薬科部
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Ｔ
Ｐ
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｐ

内閣総理大臣　安倍晋三 殿 2013年３月２日　　
 兵庫県保険医協会　
 理事長　池内　春樹

安
倍
政
権

安
倍
政
権・・自
民
党

自
民
党
のの
５５
つ
の
ゴ
マ
カ
シ

つ
の
ゴ
マ
カ
シ

政策解説

　

安
倍
晋
三
首
相
は
２
月
23
日

の
日
米
首
脳
会
談
後
に
共
同
声

明
を
発
表
。
そ
の
後
の
記
者
会

見
で
「
会
談
で
聖
域
な
き
関
税

撤
廃
が
前
提
で
な
い
こ
と
が
明

確
に
な
っ
た
」
と
し
、
記
者
の

質
問
に
答
え
て
「
な
る
べ
く
早

い
段
階
で
決
断
し
た
い
」
と
事

実
上
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
明

言
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
大
手
新
聞
各
紙

は
「
安
倍
首
相
は
こ
れ
で
、
最

大
の
障
壁
を
ク
リ
ア
し
た
と
い

え
る
。
…
参
加
の
決
断
を
急
ぐ

べ
き
だ
（
毎
日
新
聞
）」、「『
一

方
的
に
全
て
の
関
税
撤
廃
を
あ

ら
か
じ
め
約
束
す
る
こ
と
は
求

め
な
い
』
と
確
認
し
、
共
同
声

明
に
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
合
意

に
よ
っ
て
、
安
倍
政
権
が
交
渉

参
加
に
踏
み
切
る
条
件
は
整
っ

た
（
日
経
新
聞
）」
と
一
部
に

関
税
を
残
す
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
の
だ
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
参
加
を
す
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
民
党
・
安
倍
政

権
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
対
応
に

は
五
つ
の
ご
ま
か
し
が
あ
る
。

関
税
の
聖
域
は
な
い

　

第
１
の
ご
ま
か
し
は
、
関
税

の
問
題
だ
け
を
と
っ
て
も
、
安

倍
首
相
の
い
う
「
聖
域
」
な
ど

存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

に
は
、
関
税
撤
廃
が
原
則
と
明

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
非
関
税
障
壁
」と
し
て

医
療
が
規
制
緩
和
の
対
象
に

　

第
２
に
、「
非
関
税
障
壁
」

と
し
て
、
特
に
医
療
分
野
で
の

規
制
緩
和
が
交
渉
の
対
象
と
な

る
危
険
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題

点
は
関
税
が
残
せ
る
か
ど
う
か

だ
け
で
は
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
単

な
る
自
由
貿
易
協
定
で
は
な

く
、
米
国
企
業
に
と
っ
て
市
場

参
入
の
障
害
と
さ
れ
る
「
非
関

税
障
壁
」
の
撤
廃
が
求
め
ら
れ

る
協
定
な
の
で
あ
る
。

　

医
療
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
米
国
の
規
制
緩
和
な
ど

を
求
め
る
圧
力
が
強
く
な
る
。

具
体
的
に
は
、
混
合
診
療
の
全

面
解
禁
や
株
式
会
社
に
よ
る
医

療
機
関
経
営
の
解
禁
が
求
め
ら

れ
る
。
実
際
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
版
と
呼
ば
れ
る
米
韓
Ｆ

Ｔ
Ａ
で
は
、
日
本
と
同
様
に
営

利
病
院
を
禁
止
す
る
韓
国
の
国

民
皆
保
険
制
度
は
対
象
外
と
さ

れ
た
が
、「
特
区
で
は
対
象
」

と
い
う
一
文
が
盛
り
込
ま
れ
た

た
め
、
六
つ
の
特
区
で
は
す
で

に
営
利
病
院
が
設
立
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

ま
た
、
規
制
緩
和
だ
け
で
な

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑
証明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持
ち込み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合の窓口で制度説明を受け
ていただきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで

拝啓　貴職におかれましては、日頃よりはたされている重責に心より敬意を表しま
す。
　私ども兵庫県保険医協会は、兵庫県の医科・歯科保険医7,055人で構成し、国民
医療の向上と保険医の経営と権利を守るため活動している団体です。
　２月22日、貴職は「日米首脳会談で、聖域なき関税撤廃が前提でないことが明ら
かになった」として、TPP（環太平洋連携協定）の交渉参加に踏み出す意向を表明
し、政府の専権事項として早い段階で決断するとしています。
　私たちは、国民皆保険制度の形骸化を防ぐ立場から、TPP交渉参加の意向表明に
抗議するとともに、改めてTPP交渉参加を断念するよう強く求めます。

　貴職は、「聖域」の有無だけを問題にしていますが、TPPの本質は、企業が政府
を訴えることを可能にするISD条項に象徴されるように、国民主権を外国の企業が
踏みにじるものであることです。
　しかも、会談後に発表された共同声明は、冒頭で、「日本が交渉に参加する場合
には、全ての物品が交渉の対象とされること、及び、日本が他の交渉参加国ととも
に、2011年11月12日にTPP首脳によって表明された『TPPの輪郭（アウトライン）』
において示された包括的で高い水準の協定を達成していくことになることを確認す
る」としています。「TPPのアウトライン」では、関税と非関税障壁の撤廃が原則
と明記しており、「聖域」など存在しない旨を確認したことにほかなりません。

　一般国民が関心を寄せている点は、農業・食の安全、公的医療保険などを、一般
国民の意思で守ることができるのかどうかにあります。医療分野においては、これ
までも、アメリカは、薬価決定過程への外資企業参加、新薬の特許保護期間の延長
など薬価の更なる引き上げにつながる改革、外国事業者を含む営利企業による病院
経営など、国民皆保険の形骸化にいたる制度「改正」を要求してきています。医療
や一般国民生活に大きな影響を与えるTPP交渉参加は断じて許されません。

　医師、歯科医師で構成する当協会は、政府に対して、国民皆保険医療の破壊、ま
たは形骸化へと導くTPP参加を断念するよう強く要請します。美しい国を守るため
に。

緊急要請

TPP交渉参加の意向表明に抗議します

　協会は、安倍首相の日米首脳会談での事実上のTPP参加表明を受けて３月２日に
下記の要望を安倍首相および関係議員に送付した。

日　時　３月23日（土）18時30分～20時30分
会　場　神戸市勤労会館　講習室308号
参加費　500円

お問い合わせは、☎078－393－1807　政策部まで

これからの私たちの医療はどうなるの？
―TPP／規制緩和でこわされていく私たちの医療―

「TPPが
　医療を壊す」

追加注文は、
　☎078－393－1807まで

兵庫協会制作パンフ
ご活用ください！

自
民
党
山
形
県
連
の
総
選
挙
ポ
ス
タ
ー　

る
。
共
同
声
明
の
本
文
で
は

「
日
本
が
交
渉
に
参
加
す
る
場

合
に
は
、
全
て
の
物
品
が
交
渉

の
対
象
と
さ
れ
る
」
と
し
、
11

年
11
月
12
日
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国

の
首
脳
が
表
明
し
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
輪
郭
（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
）」

の
達
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
」

主催：「市民と政府のTPP意見交換会・神戸実行委員会」

プログラム
１、医療をとりまくTPPの現状報告
　　川西敏雄　協会副理事長
２ 、TPPに入ると日本の医療はどうなるか
　　色平哲郎　JA長野厚生連佐久総合病院内科医
３、 鼎談　色平哲郎×川西敏雄×武田かおり（AMネ
ット事務局長）

げ
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

し
、
ヨ
ル
ダ
ン
や
ペ
ル
ー
で
は

数
十
％
も
薬
価
が
高
騰
し
た
。

ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項
と

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

　

第
３
に
、
非
常
に
危
険
な
ラ

チ
ェ
ッ
ト
条
項
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項
は
一
度
行

っ
た
規
制
緩
和
を
元
に
戻
す
こ

と
を
禁
ず
る
条
項
で
あ
り
、
米

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
投
資
先
の

国
や
自
治
体
の
施
策
・
規
制
に

よ
っ
て
、
不
利
益
を
被
っ
た
と

企
業
や
投
資
家
が
判
断
す
れ

ば
、
国
や
自
治
体
を
相
手
取
っ

て
裁
判
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
規
定
。
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ

で
は
韓
国
が
裁
判
を
恐
れ
て
、

排
ガ
ス
規
制
を
昨
年
11
月
に
廃

止
し
た
り
、
郵
便
保
険
の
加
入

限
度
額
引
き
上
げ
を
断
念
し
て

い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
も
、
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ

と
同
様
に
、
関
税
と
は
全
く
関

係
の
な
い
分
野
で
も
ア
メ
リ
カ

の
意
の
ま
ま
に
国
内
の
政
策
が

変
更
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
主

権
制
限
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が

非
常
に
高
い
。

先
発
国
の
合
意
は

再
交
渉
で
き
な
い

　

第
４
に
、
日
本
が
こ
れ
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
表
明
し
た

場
合
、「
交
渉
を
打
ち
切
る
権

利
は
９
カ
国
の
み
に
あ
る
」、

「
既
に
現
在
の
参
加
国
間
で
合

意
し
た
条
文
は
原
則
と
し
て
受

け
入
れ
、
再
交
渉
は
要
求
で
き

な
い
」
な
ど
と
す
る
極
秘
条
件

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
実
際
に
後
れ
て
参
加

を
表
明
し
た
カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ

コ
は
こ
の
条
件
を
承
諾
し
て
い

る
。　

　

さ
ら
に
米
国
の
担
当
官
は
日

本
が
交
渉
参
加
表
明
を
行
っ
て

も
、
９
月
の
交
渉
会
合
か
ら
し

か
参
加
で
き
な
い
と
し
て
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
10
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
会
議
で
交
渉
完
了
さ
れ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
に
は

「
聖
域
」
を
残
す
た
め
の
交
渉

機
会
さ
え
な
い
の
が
実
態
で
あ

る
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
」？

自
民
党
の
公
約
違
反

　

第
５
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

は
自
民
党
の
総
選
挙
公
約
違
反

で
あ
る
。

　

自
民
党
は
医
療
関
係
者
や
国

民
の
こ
う
し
た
懸
念
に
対
し
、

昨
年
の
総
選
挙
で
、
①
聖
域
な

き
関
税
撤
廃
を
前
提
に
す
る
限

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対

す
る
、
②
自
由
貿
易
の
理
念
に

反
す
る
自
動
車
等
の
工
業
製
品

の
数
値
目
標
は
受
け
入
れ
な

い
、
③
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

る
、
④
食
の
安
全
安
心
の
基
準

を
守
る
、
⑤
国
の
主
権
を
損
な

う
よ
う
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
合
意

し
な
い
、
⑥
政
府
調
達
・
金
融

サ
ー
ビ
ス
等
は
、
わ
が
国
の
特

性
を
踏
ま
え
る
と
す
る
６
項
目

を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
自
民
党
は
参
加
に

向
け
た
対
応
を
首
相
に
一
任
し

て
し
ま
っ
た
。
昨
年
の
衆
院
選

挙
で
当
選
し
た
自
民
党
議
員
２

９
５
人
の
う
ち
２
０
５
人
が
、

選
挙
広
報
に
掲
載
し
た
公
約
や

メ
デ
ィ
ア
が
行
っ
た
「
候
補
者

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
反
対
し
て
お
り
、
今
回
の
政

府
自
民
党
の
な
し
崩
し
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
表
明
は
明
確
な
公

約
違
反
で
あ
る
。　

　

日
米
首
脳
会
談
後
、
安
倍
首

相
は
横
倉
義
武
日
医
会
長
に
電

話
で
連
絡
し
「
米
国
に
理
解
を

求
め
た
。
国
民
皆
保
険
は
堅
持

し
た
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る

が
、
実
際
に
は
、
オ
バ
マ
大
統

領
に
説
明
を
し
た
だ
け
で
何
の

確
約
も
得
て
い
な
い
。
し
か

も
、
安
倍
首
相
自
身
が
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
る
な
ど
と
し
た

自
民
党
の
６
項
目
の
公
約
を

「
正
確
に
は
公
約
で
は
な
い
。

め
ざ
す
べ
き
政
策
だ
」
と
し
て

お
り
、「
国
民
皆
保
険
制
度
を

守
る
」
を
「
公
約
」
か
ら
、

「
め
ざ
す
べ
き
政
策
」
に
格
下

げ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

今
、
必
要
な
の
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
で
「
聖
域
」
を
求
め
る
こ
と

な
ど
で
は
な
く
、
き
っ
ぱ
り
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
は
参
加
は
し
な

い
と
明
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
国
会
内
で
の
審

議
を
抜
き
に
日
米
会
談
後
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
を
し
た
の
は
安

倍
首
相
の
国
民
の
意
思
を
軽
視

し
た
独
断
で
あ
り
、
国
会
内
で

の
徹
底
追
及
と
、
７
月
の
参
議

院
選
挙
で
の
国
民
の
審
判
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

く
、
米
国
の
求

め
る
新
薬
の
特

許
権
延
長
な
ど

に
よ
る
薬
価
の

高
騰
も
懸
念
さ

れ
る
。
す
で
に

米
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
結
ん
だ
豪
州

で
は
国
に
よ
る

薬
価
の
引
き
下
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
月
24

日
に
、
奈
良
県
「
長
龍
」
酒
造

酒
蔵
見
学
会
を
開
催
し
、
７
人

が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想

文
を
紹
介
す
る
。

　

天
気
に
は
恵
ま
れ
た
の
で
す

が
、
底
冷
え
の
き
つ
い
２
月
24

日
に
、
協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部

主
催
の
奈
良
県
酒
造
「
長
龍
」

見
学
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
田
原
義
和
先
生

と
同
医
院
事
務
長
さ
ん
、
北
井

明
先
生
ご
夫
妻
、
広
川
恵
一
先

生
、
長
光
由
紀
先
生
、
安
岡
、

協
会
事
務
局
２
人
で
、
近
鉄
田

原
本
線
・
箸
尾
駅
と
い
う
、
無

人
の
駅
に
三
々
五
々
集
合
と
な

り
ま
し
た
。
酒
蔵
ま
で
は
徒
歩

に
て
８
分
ほ
ど
で
、
昔
の
宿
場

町
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
街
並
み

を
そ
ぞ
ろ
歩
き
ま
し
た
。

　

２
時
か
ら
蔵
元
で
、
お
酒
が

で
き
る
ま
で
の
ビ
デ
オ
視
聴

と
、
各
醸
造
工
程
の
工
場
見
学

を
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
の
中

で
、「
♪
な
〜
る
ほ
ど　

良
い

た
。

　

細
か
い
工
程

は
、
紙
面
上
残

念
な
が
ら
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
一

番
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
麹
育

成
の
た
め
、
36

度
の
部
屋
で
２

時
間
ご
と
に
、

湿
度
・
温
度
を

調
整
し
深
夜
は

ま
さ
に
添
い
寝

を
し
て
、
は
ぐ

く
ん
で
抽
出
し

酒
ち
ょ
う
り
ょ
う
〜
」
と
加
藤

登
紀
子
が
歌
う
Ｃ
Ｍ
フ
ィ
ル
ム

（
現
在
は
放
送
中
止
）
を
聞

き
、「
あ
ー
、
あ
の
お
酒
だ
っ

た
ん
だ
」
と
思
い
出
し
ま
し

た
一
滴
が
私
た
ち
の
喉
を
潤

し
、
美
酒
と
な
る
こ
と
で
し

た
。

　

さ
て
、
工
場
見
学
の
あ
と

は
、
お
楽
し
み
の
お
酒
の
試
飲

タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
４
種

の
お
酒
と
、
お
酒
で
香
り
漬
け

し
た
チ
ー
ズ
を
、
立
ち
飲
み
パ

ブ
形
式
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
、
檜
の
香
り
の
お

酒
が
気
に
入
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
会
社
の
座
右
の
銘

「
昇
道
窮
極
」
は
、
そ
の
ま
ま

お
酒
の
銘
柄
に
も
な
っ
て
お

り
、「
品
質
を
向
上
し
て
い
く

に
は
、
き
わ
み
が
な
い
」
と
い

う
意
で
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
仕

事
に
も
相
通
じ
ま
す
ね
と
、
広

川
先
生
と
談
笑
し
な
が
ら
蔵
を

後
に
し
ま
し
た
。

※
長
龍
酒
造
株
式
会
社
（
奈
良

県
北
葛
城
郡
）
酒
造
見
学
通

年
、
完
全
予
約
制

☎
０
７
４
５―

56―

２
０
２
６

【
西
宮
市　

安
岡　

眞
奈
美
】

酒蔵玄関前で記念写真（後列中央が筆者）

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　３月21日（木）18時30分～
会　場　 尼崎市中小企業センター研修

室501
テーマ　 医療機関で知っておきたい医

療・福祉・介護の役立つ制度
講　師　 阿江　善春先生（神戸女子大

学講師）

■尼崎支部■医療と福祉を考える会
日　時　４月13日（土）15時～
会　場　 日高地区公民館２階会議室
　　　　（８号室）
講　師　 松田　幸子先生（マネジメン

トコンサルタント）
定　員　40人
参加費　1000円

■但馬支部■職員接遇研修会 「休業保障制度」ご加入の先生へ

•必ず第三者の医師に受診してください。（受診後の休業に対
し保障します）

•柔道整復師（はり・きゅう）等による施術は給付対象外です。
•休業中は診療行為はせず、完全にお仕事を休んでください。
　※ 自宅療養、代診をおいても給付されますので、忘れず申請
してください。

休業されたら、休業されたら、
　　すぐ共済部までご連絡ください　　すぐ共済部までご連絡ください

日　時　４月13日（土）15時～
会　場　洲本市健康福祉館３階会議室
講　師　 水原　道子先生（大手前短期

大学准教授）
定　員　80人
参加費　1000円

■淡路支部■職員接遇研修会
日　時　４月13日（土）15時～
会　場　協会会議室
講　師　 小川麻由美氏（済生会兵庫県

病院　感染管理認定看護師）
参加費　1000円
　　　　※受講証を発行

■神戸支部■医療安全管理研修会

歯科医師に必要な
神経内科の知識

日　時　４月21日（日）14時～16時
会　場　協会会議室
講　師　国立病院機構　鈴鹿病院長
　　　　小長谷正明先生
定　員　120人（事前申込順）

剤
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
阻
害
剤
等
を

投
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
肝
疾
患
・
腎
疾
患
・
心

疾
患
に
は
特
に
注
意
し
て
投
薬

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

講
演
会
を
終
え
て
、
院
内
投

薬
で
は
多
品
種
の
薬
剤
を
使
用

し
た
い
の
で
す
が
、
薬
剤
の
使

用
期
限
が
あ
る
た
め
少
品
種
で

の
対
応
に
な
っ
て
し
ま
い
ま日　時　３月30日（土）14時～17時

会　場　協会会議室
講　師　明治国際医療大学准教授
　　　　伊藤　和憲先生
定　員　50人

女性医師・歯科医師の会　つどい

医師のための
エビデンスに基づく
鍼灸治療

的
に
投
薬
し
て

い
る
が
、
基
本

的
に
化
学
療
法

指
数
の
最
小
有

効
量
／
最
大
耐

量
で
宿
主
に
障

害
を
与
え
な
い

よ
う
に
細
胞
壁

合
成
阻
害
剤
・

蛋
白
合
成
阻
害

合
同
で
口
腔
顎
顔
面
領
域
の
感

染
症
の
研
究
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
初
12
人
の
出
席
予
定
者
が

当
日
に
は
20
人
に
な
り
、
日
常

診
療
の
感
染
症
に
対
す
る
関
心

が
強
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
他
支
部
か
ら
の
出
席
者
も

あ
っ
て
会
議
室
は
ほ
ぼ
満
席
と

な
り
、
主
催
側
と
し
て
は
ホ
ッ

と
し
た
次
第
で
す
。

　

来
院
患
者
は
齲
歯
性
、
歯
周

性
、
顎
骨
性
等
が
主
で
、
経
験

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
２
月
16

日
、
歯
科
医
科
連
携
研
究
会
を

三
田
市
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
で
開

催
し
た
。「
口
腔
顎
顔
面
領
域

の
細
菌
感
染
症
〜
抗
菌
薬
の
使

い
方
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
尼
崎

中
央
病
院
の
佐
々
木
昇
口
腔
外

科
部
長
が
講
演
を
行
い
、
20
人

が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想

文
を
紹
介
す
る
。

　

雪
の
舞
う
強
風
の
中
、
２
月

16
日
に
当
支
部
に
て
医
科
歯
科

佐々木昇先生が講演を行った

北
摂
北
摂
・・
丹
波
支
部　

歯
科
医
科
連
携
研
究
会

丹
波
支
部　

歯
科
医
科
連
携
研
究
会

院
内
投
薬
で

　
　
　
　

活
か
し
た
い

感 想 文

西
宮
・
芦
屋
支
部　

酒
蔵
見
学
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

酒
蔵
見
学
会

お
酒
も
医
療
も

質
の
向
上
に
き
わ
み
な
し

感 想 文

　

協
会
税
経
部
は
、
３
月
15
日

に
期
限
を
む
か
え
る
確
定
申
告

に
備
え
、
３
月
２
日
、
３
日
に

協
会
会
議
室
で
確
定
申
告
相
談

会
を
開
催
し
た
。
２
日
間
で
37

医
療
機
関
か
ら
医
師
、
歯
科
医

師
、
家
族
ら
48
人
が
参
加
し

「
申
告
書
が
で
き
て
ほ
っ
と
し

て
い
る
」「
消
費
税
申
告
の
相

談
も
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
数
年
前

か
ら
自
主
記
帳
を
は
じ
め
た
先

生
か
ら
は
「
弥
生
会
計
に
も
慣

れ
て
き
た
。
毎
年
の
申
告
書
作

成
に
も
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　

申
告
期
限
の
直
前
期
に
行
う

申
告
相
談
会
に
は
毎
年
多
数
の

医
療
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。

来
年
も
多
く
の
先
生
方
に
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

マンツーマンでの丁寧な指導が行われた

た
。

　

相
談
会
で
は
、

協
会
会
員
が
申
告

書
と
資
料
を
持
ち

寄
り
、
協
会
税
務

講
師
団
12
人
か
ら

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

対
応
を
受
け
申
告

書
作
成
を
行
っ

た
。
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
、
提
出
用
資

料
の
点
検
な
ど
直

前
の
最
終
確
認
が

行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

申告直前の確認　　　　
税理士がマンツーマンで

税務・経営部　確定申告相談会

復
興
プ
ロ
セ
ス
に
、
正
義
や

為
政
者
に
、
倫
理
が
あ
る
の

か
を
鋭
く
問
う

発行　クリエイツかもがわ
会員頒価2300円（税・送料込）

お申し込み・お問い合わせは、
☎078－393－1809 まで

月刊保団連　臨時増刊号

『保険医の経営と税務　2013』
会員頒価 1,000円（送料込）
Ｂ5判 181ページ

ご注文は、税経部
 ☎078－393－1817　田村まで

確
定
申
告
と
日
常
業
務
の
双
方
に
対

応
。
医
業
所
得
の
計
算
、
損
益
計
算

書
の
作
成
、
確
定
申
告
書
の
記
載
例

な
ど
詳
述
。

塩崎賢明・西川榮一・出口俊一・
兵庫県震災復興研究センター著　

『東日本大震災復興の正義と倫理』

す
。
そ
の
た
め
適
量
適
時
で
の

対
処
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
、
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
尼
崎
中
央
病
院
口

腔
外
科
部
長
佐
々
木
昇
先
生
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

【
三
田
市
・
歯
科

　

 

中
西　
　

透
】

ご注文は、☎078－393－1801 まで

お申し込み・お問い合わせは、
☎078－393－1817　田村まで

歯科定例研究会



保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険
月払:１口１万円～／一時払:１口50万円～

医師・歯科医師の老後設計に最適です

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 毎年高配当を継続 過去５年平均47％を配当
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせていつでも増額･減額可

 ４月１日受付開始

・急な出費にも１口単位で解約可能
・払込が困難なときは掛金中断、余
裕ができたら掛金再開

ご加入者が5000人を超えました。
いま話題のネット生保と比べてください

　

自在性が
魅力！

掛
金

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度
募集再開しました！

病気やケガの時も安心して療養
１．最長730日の充実保障
２．自宅療養、代診をおいても給付
３．掛金は満期まで上がりません
４．掛け捨てではありません
５．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
６．弔慰・高度障害給付あり
７．所得補償保険との重複受給OK

ご家族、スタッフも加入いただけます

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

２０１３年(平成２５年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７１３号（５）

私考「イケ・メン」

洲本市・歯科　　藤原　　知

芸 術芸 術

紹 介紹 介
ArArtt

⑮⑮

19
世
紀
末
の
日
本
の
素
顔
㊦

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

外
国
特
派
員
た
ち
の
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
よ
り

歯科保険請求
48

医科保険請求

　

写
真
が
普
及
し
て
い
な
か

っ
た
当
時
で
は
ス
ケ
ッ
チ
が

通
常
の
描
写
手
段
で
あ
っ

た
。
仏
人
の
ビ
ゴ
ー
や
英
人

の
ワ
ー
グ
マ
ン
ら
が
描
く
日

本
人
や
日
本
国
の
様
子
を
見

る
と
、
異
邦
人
の
視
線
が
興

味
深
い
。

　

ビ
ゴ
ー
の
描
く
三
陸
地
方

を
襲
っ
た
大
津
波
は
最
近
の

東
北
大
震
災
の
悲
惨
さ
を
彷

彿
と
さ
せ
る
（
下
）。

　

彼
の
素
描
は
、
明
治
時
代

の
日
本
人
の
姿
や
生
活
様
式

を
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
込
め
て

描
い
て
い
る
。
男
性
に
対
し

て
は
皮
肉
っ
ぽ
く
、
女
性
に

対
し
て
は
情
緒
を
抱
い
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
女
性
と
の

交
際
は
派
手
だ
っ
た
よ
う
で

生
活
を
共
に
し
て
い
た
ら
し

い
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
人
ら
し

く
、
自
由
に
振
る
舞
い
、
茶

目
っ
気
が
あ
り
、
絵
に
も
ユ

ー
モ
ア
が
あ
る
。
当
時
の
日

本
が
お
か
れ
て
い
た
国
際
政

治
で
の
立
場
が
ど
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
た
の
か
想
像
で

き
る
。

　

ワ
ー
グ
マ

ン
は
イ
ギ
リ

ス
大
使
館
付

き
の
特
派
員

と
し
て
、
い

ろ
い
ろ
と
生

々
し
い
事
件

に
遭
遇
し
た

と
き
の
描
写

が
優
れ
て
い

る
。
た
と
え

ば
、
江
戸
高

輪
の
東
禅
寺

（
英
公
使
館
）
へ
の
水
戸
藩

浪
士
の
乱
入
（
１
８
６

１
）、
生
麦
事
件
（
１
８
６

３
）、
薩
英
戦
争
（
１
８
６

３
）、
二
英
人
殺
害
事
件
犯

人
の
処
刑
・
さ
ら
し
首
の
描

写
（
１
８
６
４
）
な
ど
印
象

的
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
吉

村
昭
の
歴
史
小
説
が
大
好
き

で
あ
る
が
、
ワ
ー
グ
マ
ン
の

描
写
場
面
を
見
な
が
ら
読
む

と
き
、
ま
る
で
映
画
を
観
て

い
る
よ
う
な
感
じ
に
な
る
。

　

「
幕
末
の
日
本
」（
山
川

出
版
社
）、「
幕
末
維
新
事
件

帖
」（
岩
波
書
店
）、「
最
後

の
藩
主
」（
新
人
物
往
来

社
）
な
ど
を
座
右
に
置
い
て

本
を
読
ん
で
い
る
。
活
字
だ

け
よ
り
、
絵
が
入
っ
た
ほ
う

が
楽
し
め
る
し
、
作
者
の
表

現
が
よ
り
冴
え
て
く
る
。
劇

画
が
好
き
な
人
の
気
持
ち
が

理
解
で
き
る
。

 

（
お
わ
り
）

　

「
イ
ケ
・
メ
ン
」
の
原
義
は

「
見
目
麗
し
き
男
の
子
」。
一

歩
踏
み
込
ん
で
「
感
じ
の
い
い

男
の
子
」
と
解
し
て
も
い
い
。

　

と
り
あ
え
ず
一
般
的
に
は
、

こ
の
浮
き
世
を
生
き
て
ゆ
く
上

で
、「
イ
ケ
・
メ
ン
」
族
が
あ

る
程
度
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
有

し
て
い
る
と
解
し
う
る
。

　

早
い
話
、「
イ
ケ
・
メ
ン
」

と
「
イ
ケ
テ
ナ
イ

4

4

・
メ
ン
」
の

２
人
か
ら
１
人
を
選
ぶ
。
大
方

の
人
は
ま
ず
「
イ
ケ
・
メ
ン
」

を
選
ん
で
し
ま
う

4

4

4

。
人
間
と
い

う
も
の
、
そ
れ
ほ
ど
に
情
動
的

で
あ
っ
て
深
い
と
こ
ろ
で
は
、

大
脳
辺
縁
系
で
生
き
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
「
イ
ケ
・
メ
ン
」

は
女
性
専
科
で
男
性
サ
イ
ド
か

ら
は
お
呼
び
で
な
い
。

　

女
が
欲
し
い
男
が
い
て
、
男

が
欲
し
い
女
が
い
る
。
そ
し

て
、
女
が
欲
し
が
る
「
イ
ケ
・

メ
ン
」
が
い
る
。
大
脳
辺
縁
系

の
作
動
を
受
け
て
。
原
理
的
に

は
そ
ん
な
構
図
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
「
イ
ケ
・
メ

ン
」
は
罪
つ
く
り
。「
イ
ケ
・

メ
ン
」
に
仇
さ
れ
て
身
を
滅
ぼ

す
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
イ
ケ
・
メ
ン
」

が
人
の
世
の
幸
せ
に
い
つ
も
繁

る
と
は
限
ら
な
い
。「
イ
ケ
・

メ
ン
」
と
い
う
人
生
の
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
。
生

か
す
も
殺
す
も
運
を
超
え
て
、

本
人
の
心
が
け
と
努
力
に
あ

る
。
人
生
の
す
ば
ら
し
き
文

（
あ
や
）
で
あ
る
。

　

さ
て
、
儲
け
て
な
ん
ぼ
の
競

争
社
会
。「
イ
ケ
・
メ
ン
」
も

そ
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

「
イ
ケ
・
メ
ン
」
を
表
に
立

て
て
客
寄
せ
を
計
る
。
ま
る
で

〝
客
寄
せ
パ
ン
ダ
〞。

　

こ
こ
で
も
ま
た
「
イ
ケ
・
メ

ン
」
に
触
発
さ
れ
て
発
動
す
る

女
性
た
ち
の
大
脳
辺
縁
系
が
あ

る
。

　

そ
の
限
り
で
わ
ず
か
に
動
物

的
で
ま
ぬ
け
な
女
性
た
ち
に
一

際
の
愛
し
さ
を
感
ず
る
。

　

と
こ
ろ
で
私
た
ち
の
住
む
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
、
う
ご

め
く
「
格
差
」、
貧
富
の
「
格

差
」
を
軸
に
、
生
ま
れ
て
か
ら

死
ん
で
お
棺
に
入
る
ま
で
「
格

差
」
は
つ
い
て
回
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
に

お
い
て
す
ら
、
で
き
る
子
vs.
で

き
な
い
子
、
よ
い
子
vs.
悪
い

子
、
進
学
組
vs.
就
職
組
。
果
て

は
１
軍
vs.
２
軍
と
来
る
。

　

こ
の
よ
う
な
格
差
社
会
の

「
格
差
」
に
乗
じ
て
容
姿
の
如

何
（
い
か
ん
）
を
切
り
口
に
、

「
イ
ケ
・
メ
ン
」
と
「
並
み
・

メ
ン
」
の
人
間
区
分
け
が
競
争

社
会
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
そ
の

限
り
で
「
イ
ケ
・
メ
ン
」
は
競

争
社
会
が
産
み
落
と
し
た
資
本

主
義
社
会
の
落
と
し
子
な
の
で

あ
る
。

　

確
か
に
こ
の
区
分
、
冷
静
に

見
れ
ば
お
ぞ
ま
し
い
。
齢
を
重

ね
て
人
間
の
完
成
美
へ
と
向
か

う
老
人
の
「
イ
ケ
・
メ
ン
」
は

と
も
か
く
、
お
お
よ
そ
「
イ
ケ

・
メ
ン
」
は
天
与
の
も
の
。
そ

の
限
り
で
は
な
す
べ
く
も
な

く
、
男
の
子
に
と
っ
て
は
そ
の

不
利
は
終
生
続
い
て
揺
る
が
な

い
。

　

た
だ
人
生
に
と
っ
て
価
値
あ

る
の
は
志
と
努
力
。
こ
の
手
の

不
利
は
心
が
け
次
第
で
克
服
で

き
る
。「
普
通
の
男
の
子
」
に

喝
采
の
エ
ー
ル
を
送
る
。

Ｑ　70歳～74歳の高齢受給者の一部負担
金軽減措置は４月以降も継続されるか？
Ａ　法律では現役並み所得者を除いて２
割となっていますが、４月からの2013年
度も１割が継続されます。

2013年３月31日期限の経過措置医薬品
（歯科関連の主なもの）
　３月末で廃止となる経過措置医薬品を
ご確認ください。製薬企業から需要なし
等の理由で削除依頼があったもの等で、
４月１日からは保険診療に使用できませ
んのでご注意ください。なお、類似品が
あるものもありますので、よくご確認く
ださい。
　アセトアミノフェン細粒20％「NP」、
カルジール細粒20％、ポンタールカプセ
ル125㎎、リカマイシン錠100㎎、デンタ
カインカートリッジ、ヒノポロン口腔用
軟膏キット、クリワン、ヒポクロリット
ソリュージョン10％「日薬」、フロアー

ゲル
（名称変更の医薬品）　旧→新
セファレキシン錠250「マルコ」250mg
→セファレキシン錠250「日医工」250mg
ポビドンヨードガーグル７％「ORY」→
ポビドンヨードガーグル７％「日医工」
アクリノール液０.１％「ORY」→アク
リノール液０.１％「日医工」

金パラ価格の４月改定はありません
　歯科鋳造用金銀パラジウム合金につい
ては、６カ月ごと（４、10月）に価格の
変動幅が±５％を超えた場合は、公示価
格が見直されます。中医協で４月の告示
価格見直しについて資料が出されなかっ
たことから、保団連が厚労省に確認した
結果、「変動幅が基準を超えなかったた
め改定は行われない」との回答でした。
金パラの市場価格が高騰していることも
あり、保団連として対応を検討していま
す。

〈ヘリコバクター・ピロリ感染症の診断・
　　　　治療対象に「胃炎」が追加〉
Ｑ１　ヘリコバクター・ピロリ感染症の
診断・治療の取り扱いに変更があったの
か。
Ａ１　厚生労働省保険局医療課は2013年
２月21日付けで、保険診療によるヘリコ
バクター・ピロリ感染症の診断・治療対
象に「胃炎」を追加適用する旨を通知し
ました。これにより、これまで対象とさ
れていた内視鏡検査または造影検査にお
いて胃潰瘍または十二指腸潰瘍の確定診
断がなされた患者、等四つの対象患者に
加えて、「内視鏡検査において胃炎の確
定診断がなされた患者」がヘリコバクタ
ー・ピロリ感染症の診断・治療対象にな
りました。
Ｑ２　「胃炎」であれば対象となったの
か。
Ａ２　「胃炎」の患者であっても内視鏡

検査による診断が必須とされています。
Ｑ３　レセプト請求の際に特に記載すべ
きことはあるのか。
Ａ３　以下の通り診療報酬明細書（レセ
プト）の摘要欄への記載事項が追加され
ています。請求の際にはご留意くださ
い。
①内視鏡検査または造影検査において胃
潰瘍または十二指腸潰瘍の確定診断がな
された患者および内視鏡検査において胃
炎の確定診断がなされた患者において、
内視鏡検査等で確定診断した際の所見・
結果を診療報酬明細書の摘要欄に記載す
る。
②内視鏡検査または造影検査において胃
潰瘍または十二指腸潰瘍の確定診断がな
された患者および内視鏡検査において胃
炎の確定診断がなされた患者において、
健康診断として内視鏡検査を行った場合
には、診療報酬明細書の摘要欄にその旨
を記載する。

寺に設けられた病院（平凡社『ビゴー
がみた世紀末ニッポン』より）　　　
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〈症例６〉61歳男性　高度疼痛
と紫斑
　３週間前より腰部、胸部、腹部に鋭い
疼痛が出現。全身性に多発性の数㎝大の
紫斑もあり。
　受診時の血算。

WBC 14,600
　赤芽球 　16
　骨髄球 　9.5
　後骨髄球 　6.0
　桿状核球 　6.5
　分葉核球 　69.0
　好酸球 　1.5
　好塩基球 　０
　リンパ球 　3.5
　単球 　4.0
Hb 4.7
MCV 95.3
PLT 1.1万
Ret 13.4％
Ret 19.97万

白血球分画異常の鑑別のポイント
　癌の全身骨転移を考える全身性の疼
痛、DICを疑う血小板減少と出血傾向が
あり、幼若な好中球と赤芽球の出現（白
赤芽球症）から、癌の骨髄転移を疑う。
診断と経過
　癌の骨髄転移、DIC。
　骨髄検査で集塊した癌細胞あり、骨シ
ンチで全身の骨に転移巣を認めた。
　明らかな原発巣は不明であり、原発不
明癌として化学療法を施行。２カ月後に
退院。
見逃してはいけない
　白赤芽球症を見たら、癌の骨髄転移や
造血器腫瘍を見逃さない。

〈症例７〉30歳男性　下痢と発熱
　１週間前から、水様便と38℃台の発熱
が続く。近医で、シプロキサンとカロナ
ールを処方。解熱したが、脱水状態とな
り入院。
　入院時の血算と生化学。

WBC 1,700
　好中球 　51.0
　好酸球 　0.5
　好塩基球 　0.5
　リンパ球 　43.0
　単球 　3.0
　異型リンパ球 　2.0
Hb 14.8
PLT 5.7万

CRP 0.36mg/dl、AST 176IU/Ｌ、
ALT 104IU/Ｌ、LDH 592IU/Ｌ

白血球減少症の鑑別のポイント
　異型リンパ球を見たら、まずウイルス
感染症を疑う。通常の感冒にしては、白
血球減少や血小板減少が高度で、肝障害
もある。
　よく面接すると、MSM（男性と性交
渉をもつ男性）であることが判明。急性
HIV感染症を疑った。
診断と経過
　急性HIV感染症。

　HIV抗体陰性、HIV-RNA1.0×106コピ
ー以上/ml、CMV IgM抗体陽性。
　急性CMV感染症の共感染が判明。入
院６日目には白血球3,800/μl、血小板
10.5万/μlまで回復。肝機能も正常化。
見逃してはいけない
　異型リンパ球＋ウイルス感染症状＋
HIVリスクを見たら、急性HIV感染症を
見逃さない。

〈症例８〉66歳女性　腰痛、血
小板減少
　３カ月前から腰痛あり、他院のCTで
多発性骨転移疑い。口腔内に粘膜下出
血、全身性に多発性の紫斑あり。
　入院時の血算。

WBC 7,200
　骨髄球 　1.5
　後骨髄球 　1.5
　桿状核球 　2.5
　分葉核球 　61.5
　好酸球 　０
　好塩基球 　1.5
　リンパ球 　21.0
　単球 　10.5
Hb 11.4
MCV 83.4
PLT 7.7万

血小板減少症の鑑別のポイント
　血小板7.7万/μlの減少だけで、これほ
ど高度の出血傾向は生じない。病歴から
基礎疾患に進行癌が考えられ、DICの病
態を最も疑う。
診断と経過
　癌の骨髄転移、DIC。
　FDP 168μg/ml↑。消化管内視鏡検査
で胃癌と診断され、胸腰椎MRIで椎体の
広範囲にびまん性骨硬化性骨転移巣を認
めた。
見逃してはいけない
　基礎疾患＋血小板減少＋FDP増加を見
たら、DICを考えよう。

〈症例９〉74歳女性　高度の血
小板増加
　２カ月前の健診で血小板数が約100万/
μlを指摘。
　紹介受診時の血算。

WBC 8,900
　好中球 　70.5
　好酸球 　4.5
　好塩基球 　3.5
　リンパ球 　16.5
　単球 　5.0
Hb 13.6
PLT 90.5万

血小板増加症の鑑別のポイント
　基礎疾患がなさそうで、軽度の白血球
増加と慢性的な著明な血小板増加あり。
まず、本態性血小板血症を疑う。慢性骨
髄性白血病の可能性もある。
診断と経過
　本態性血小板血症。
　BCR/ABL融合遺伝子は陰性、JAK2遺
伝子に変異を認めた。
見逃してはいけない
　慢性的な高度の血小板増加症を見た

聖路加国際病院　血液内科　　岡田　定先生講演

見逃してはいけない血算（下）

ら、まず本態性血小板血症と慢性骨髄性
白血病を見逃さない。

〈症例10〉38歳男性　関節痛、
発熱、出血
　10日前から右肩関節痛が続き、８日前
から紫斑、口腔内出血が徐々に悪化。前
日から38.5℃の発熱が出現。
　ER受診時の血算。

WBC 600
Hb 6.8
MCV 94.6
PLT 1.1万

汎血球減少症の鑑別のポイント
　高熱と高度の汎血球減少症からは、重
症感染症、造血器疾患、血球貪食症候群
を最も疑う。高度の出血傾向からはDIC
を考える。汎血球減少症＋DICからは、
急性前骨髄球性白血病を最も疑う。
診断と経過
　急性前骨髄球性白血病（APL）、DIC、
敗血症。
　すぐに抗菌薬を開始したが、数時間後
に敗血症性ショックとなり集中管理を要
した。APLと診断後、レチノイン酸＋化
学療法を施行。約10年間寛解持続。
見逃してはいけない
　好中球数が500/μl未満時の発熱は、
短時間で重症敗血症に陥る可能性が高
い。
　高度の汎血球減少症と高熱を見たら、
重症感染症、急性白血病、血球貪食症候

群を疑う。

おわりに
　以上、10症例をご紹介しましたが、血
算のもつ情報にお気づきいただけたでし
ょうか。
　血算には、意外なほど重要な情報が隠
れています。どうかお見逃しなく。

文献
岡田　定『誰も教えてくれなかった血算
の読み方・考え方』医学書院、2011
 （おわり）

呼吸器感染症の診断と治療
―肺炎ガイドラインの問題点を含めて―

日　時　４月27日（土）17時～19時　会　場　協会会議室
講　師　琉球大学大学院 感染症・呼吸器・消化器内科（第一内科）
　　　　教授　藤田　次郎　先生
共　催　ファイザー株式会社

第484回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

日　時　４月14日（日）10時～17時　会　場　協会会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　 審査・減点の現状と対策、保険診療と保険請求の要点、新規開業に必要

な税務対策、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ
６カ月指導対策は万全ですか？

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

新規開業医研究会新規開業医研究会

『誰も教えてくれなかった
血算の読み方・考え方』

著：岡田　定 　　　　　　　　　
判型・B5、200頁、2011年４月発行
定価4,200円（本体4,000円＋税5％）
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